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12 月定例会

議会だより

岩
手県田野畑村

議

会

2020.2.14

№
122

　はつらつ教室に参加した、畠山廣子さ
ん（右）と、前原ツヤさん（左）。体操
したり、笑ったり、歌ったり。楽しい時
間を過ごします。

●
●
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法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の

●
田
野
畑
村
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

成
年
被
後
見
人
な
ど
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
な
ど
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
印
鑑
登
録
証
明
事
務
処
理
要

領
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

●
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

岩
手
県
の
例
に
準
じ
、
一
般
職
の
職

員
に
適
用
す
る
給
料
表
の
改
正
お
よ
び

成
年
被
後
見
人
な
ど
の
権
利
の
制
限
に

係
る
措
置
の
適
正
化
な
ど
を
図
る
た

め
、
当
該
成
年
被
後
見
人
な
ど
に
係
る

欠
格
条
項
の
見
直
し
を
す
る
も
の

●
田
野
畑
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
お
い
て
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
お
よ
び
費
用
弁
償
に
関
し
必
要

な
事
項
を
定
め
る
も
の

●
田
野
畑
村
森
林
環
境
譲
与
税
基
金
条

例

　

市
町
村
に
よ
る
森
林
整
備
に
対
す
る

費
用
の
財
源
に
充
て
る
田
野
畑
村
森
林

環
境
譲
与
税
基
金
を
創
設
す
る
た
め
、

制
定
す
る
も
の

　12 月定例会は、12 月 11 日から 13 日までの会期で開かれま
した。定例会初日は一般質問を行い、２人の議員が村政運営な
どについて質問。12 日から 13 日は議案の審議を行い、報告１件、
承認１件、議案 14 件を原案どおり可決しました。また、追加で
同意案１件、選挙管理委員の選挙 1 件を審議し、原案どおり可
決され閉会しました。　

議案 Pick up

●
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
（
残
余

見
込
額
返
還
金
、
積
立
金
︙
6
億
５ 

８
３
８
万
円

・
公
共
土
木
施
設
等
災
害
復
旧
事
業 

（
実
施
設
計
作
成
委
託
料
、
工
事
請

負
費
）
︙
４
億
２
１
０
０
万
円

・
島
越
漁
港
地
区
道
路
舗
装
補
修
事
業

（
工
事
請
負
費
）
︙
３
億
８
千
万
円

●
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

・
事
業
勘
定
に
３
２
１
万
円
を
追
加 

し
、
総
額
を
６
億
８
０
８
８
万
９
千

円
と
す
る
も
の

・
直
営
診
療
施
設
勘
定
に
16
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
億
２
９
８
４ 

万
１
千
円
と
す
る
も
の

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
保
険
給
付
費
等
交
付
金
償
還
金
︙

２
２
９
万
１
千
円

・
国
民
健
康
保
険
資
格
シ
ス
テ
ム
改
修

委
託
料
︙
72
万
６
千
円

●
令
和
元
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

・
１
９
７
万
４
千
円
を
減
額
し
、
総
額

を
５
億
７
２
６
４
万
６
千
円
と
す
る

も
の

令和元年度一般会計補正予算
２１億５９４２万円を増額し、
総額を８３億１４６０万４千円に

補  

正  

予  

算

●
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

・
保
険
事
業
勘
定
に
１
２
１
９
万
円
を 

追
加
し
、
総
額
を
５
億
１
７
８
２
万 

９
千
円
と
す
る
も
の

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
に
16
万
３ 

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
１
０
５
５ 

万
６
千
円
と
す
る
も
の

●
防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備

（
第
１
期
）
工
事
の
変
更
請
負
契
約

の
締
結
に
関
す
る
専
決
処
分
の
報
告

に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
を
17
万
６
千
円
減
額 

し
、
総
額
を
1
億
８
５
３
９
万
４
千

円
と
す
る
も
の

・
受
注
者　

日
本
電
気
㈱
岩
手
支
店

●
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

て
（
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
））

・
台
風
19
号
に
伴
う
災
害
対
策
経
費
に

つ
い
て
、
４
０
７
万
円
を
追
加
し
、

総
額
を
61
億
５
５
１
８
万
４
千
円
と

す
る
も
の

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
地
域
防
災
が
け
崩
れ
対
策
事
業
申
請

書
作
成
業
務
委
託
料

●
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
な
ど
に
関
す
る

　

北
山
浄
水
場
は
老
朽
化
し
て
い
る
た

め
、
国
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
更
新
整

備
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
砂
利
道
で
大
雨
の
た
び
に
路

面
が
流
さ
れ
管
理
が
大
変
だ
っ
た
場
所

か
ら
移
設
し
、
新
し
い
村
道
明
戸
北
山

線
の
近
傍
に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

利
便
性
が
図
ら
れ
、
維
持
管
理
性
の
向

上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の
で
す
。

・
工
事
請
負
契
約
額　

３
億
３
６
６
０ 

万
円

・
受
注
者　

理
水
化
学
㈱
盛
岡
営
業
所

北山浄水場など整備工事

北山浄水場の建設予定地

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

12    月
定例会

建設中の給食センター

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

一
般
会
計
補
正
予
算

   （
思
惟
エ
リ
ア
（
道
の
駅
た
の
は
た
））

新道の駅たのはたのイメージ図

　
「
道
の
駅
た
の
は
た
」の
移
転
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
に
伴
う
整
備
工
事
に
つ
い
て
、

復
興
交
付
金
の
内
示
を
受
け
た
こ
と
か

ら
、
令
和
２
年
末
の
完
成
に
向
け
、
発

注
す
る
た
め
の
予
算
を
補
正
す
る
も
の

で
す
。

・
工
事
請
負
費　

１
億
１
５
５
４
万 

６
千
円

・
用
地
購
入
費　

６
５
０
万
円

・
原
材
料
費　

２
４
０
０
万
円

　

現
給
食
セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
中
学
校
敷
地
内
に
新
し
く
設

置
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
７
月
に
契
約
し
た
建
築
・

外
構
工
事
に
つ
い
て
、
構
内
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工
、
縁
石
工
な
ど
を
増
工

し
、
変
更
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、
施
設
の
供
用
開
始
は
、
令
和

２
年
度
の
２
学
期
か
ら
の
予
定
で
す
。

・
工
事
請
負
契
約
額
（
変
更
後
）

　

１
億
７
１
８
５
万
４
１
０
０
円

・
受
注
者　

㈱
小
山
組

2

1

3
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　　ここが聞きたい！一般質問
質問者 質 問 項 目

上山　明美

◆台風 19 号被害の復旧期間と費用
◆新しい給食センター工事の進捗状況

（その他の質問）
　・避難所設置
　・介護保険申請者と利用者の推移　ほか７件

中村　勝明

◆台風 19 号の被害（①準用河川島の沢浸水被害の今後
の取り組み②松前川下流域の護岸対策）

◆産業開発公社（①経営改革の在り方と進め方②人材登
用）

（その他の質問）
　・蝦夷森国有林の原生林再生
　・学校給食費を県内５町村で助成。どう考えるか。ほか４件

上山 明美議
員

台風１９号被害の復旧期間は

村長 --- 復旧工事期間は、４年から５年程度を要する

村長 ---   洪水対策は県と連携し、総合的な対応を
　　　　行っていく

【
問
】
台
風
19
号
被
害
の
復
旧
期
間
と
費
用
を
、

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
。

【
村
長
】
災
害
査
定
申
請
箇
所
は
、
河
川
25
箇
所
、

道
路
47
箇
所
の
合
計
72
箇
所
。
工
事
費
に
つ
い
て

は
、
災
害
査
定
終
了
後
に
決
定
す
る
が
、
現
在
で

の
概
算
額
は
、
河
川
で
約
５
億
円
、
道
路
で
約

23
億
円
、
合
計
約
28
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

な
お
、
農
林
漁
業
、
観
光
施
設
な
ど
を
合
わ
せ

る
と
、
村
全
体
で
の
復
旧
費
用
は
、
約
33
億
６
千 

万
円
程
度
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

復
旧
工
事
期
間
は
、
４
年
か
ら
５
年
程
度
を
要

す
る
と
考
え
て
い
る
。

【
問
】
給
食
セ
ン
タ
ー
の
工
事
は
当
初
の
計
画
よ

り
遅
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
示
さ
れ
た
完
成
お

よ
び
開
始
予
定
時
期
に
変
更
は
な
い
の
か
。

【
教
育
長
】
建
築
資
材
で
あ
る
鉄
骨
お
よ
び
高
力

ボ
ル
ト
の
納
品
の
見
通
し
の
た
た
な
い
状
況
で

あ
っ
た
が
、
受
注
者
よ
り
令
和
２
年
２
月
中
旬
に

現
場
納
品
予
定
と
い
う
話
が
あ
っ
た
。

　

工
事
の
今
年
度
末
の
竣
工
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
現
時
点
で
の
竣
工
は
、
令
和
２
年
６

月
頃
で
、
事
故
繰
越
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
る

見
通
し
で
あ
る
。

　

な
お
、
供
用
開
始
は
、
令
和
２
年
度
２
学
期
か

ら
を
見
込
ん
で
い
る
。

【
問
】
台
風
19
号
の
被
害
に
つ
い
て
伺
う
。
①
準
用

河
川
島
の
沢
浸
水
被
害
の
今
後
の
取
り
組
み
②
松
前

川
下
流
域
の
護
岸
対
策
。

【
村
長
】
①
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
が
、
洪
水
被
害

の
検
証
お
よ
び
対
策
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
改
良

工
事
を
中
止
し
て
い
る
状
況
下
に
あ
る
。

　

洪
水
対
策
は
県
と
連
携
し
、
総
合
的
な
対
応
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
本
工
事
の
進
め
方
を
住
民
の

皆
さ
ま
へ
の
説
明
後
に
、
再
開
す
る
こ
と
を
基
本
と

す
る
。
一
方
、
一
部
の
路
盤
や
側
溝
な
ど
は
、
復
旧

を
行
い
、
ご
不
便
を
解
消
し
た
い
。

　

②
県
よ
り
災
害
査
定
に
申
請
す
る
と
の
報
告
。
ま

た
、
県
に
要
望
し
て
い
る
上
流
域
の
災
害
公
営
住
宅

付
近
の
護
岸
は
、
今
回
、
県
単
独
事
業
に
よ
り
、
治

水
対
策
を
実
施
す
る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

【
問
】
産
業
開
発
公
社
に
つ
い
て
伺
う
。
①
経
営
改

革
の
在
り
方
、
進
め
方
②
人
材
登
用

【
村
長
】
①
改
革
推
進
検
討
委
員
会
の
会
合
の
中
で
、

常
に
収
益
性
を
求
め
て
い
く
部
門
と
、
公
益
的
な
部

門
と
の
分
社
化
を
進
め
て
い
く
事
が
確
認
さ
れ
た
。

　

現
在
、
新
た
な
会
社
の
向
こ
う
５
カ
年
の
具
体
的

な
経
営
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
今
後
、年
度
内
に
、

改
革
推
進
検
討
委
員
会
で
、
検
証
を
進
め
た
い
。

　

②
特
に
も
、
乳
製
品
の
生
産
販
売
で
は
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
、
そ
の
任
に
当
た
る
べ
き
と
考

え
て
お
り
、
今
後
も
調
整
を
続
け
て
い
き
た
い
。

準用河川島の沢浸水被害の、今後の取り組みは

ここが聞きたい！　一般質問

※一般質問のうち、各議員２項目を抜粋し掲載しております。

5

中村 勝明議
員

次のページは

人　
　

事

●
田
野
畑
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

畠
山
惠
美
子
委
員
が
、
令
和
元
年
12

月
19
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
同
氏
を
適
任
と
認
め
、
田
野

畑
村
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す
る
も

の
で
す
。

●
田
野
畑
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙

　

委
員
お
よ
び
補
充
員
の
任
期
が
令
和

元
年
12
月
25
日
に
任
期
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
選
挙
を
行
い
次
の
方
が
委
員

に
当
選
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
12
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
選

挙
管
理
委
員
会
で
委
員
長
お
よ
び
委
員

長
職
務
代
理
者
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
委

員
長
に
根
木
地
俊
機
氏
、
職
務
代
理
者

に
嘉
藤
正
義
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

〇
選
挙
管
理
委
員

〇
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

　
　

工
藤 

安
子
氏
（
真
木
沢
）

　
　

下
机 

勝
則
氏
（
机
）

　
　

三
浦 

鉄
郎
氏
（
島
越
）

　
　

畠
山 

種
美
氏
（
西
和
野
）

委員
畠山 惠美子氏

選 　

 

挙

委員長
根木地 俊機氏

―菅窪―

委員長職務代理者
嘉藤 正義氏

―巣合―

委員
佐々木 太氏

―切牛―

委員
熊谷 裕美子氏

―羅賀―
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１２月定例会で決まったこと

議案等番号 議  案  名  等 審議結果

報告第１号 防災行政無線デジタル化整備（第１期）工事の変更請負契約の締結に関す
る専決処分の報告について 報告

承認第１号 専決処分した事件の承認について（令和元年度田野畑村一般会計補正予算
（第 5 号）） 承認

議案第１号 田野畑村立学校給食センター整備工事（建築・外構工事）の変更請負契約
の締結に関し議決を求めることについて 可決

議案第２号 田野畑村簡易水道机地区北山浄水場等整備工事の請負契約の締結に関し議
決を求めることについて 可決

議案第 3 号 宮古地区広域行政組合規約の一部変更に係る協議に関し議決を求めること
について 可決

議案第４号
岩手県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び岩手県
市町村総合事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めることについ
て

可決

議案第 5 号 岩手県市町村総合事務組合の財産処分の協議に関し議決を求めることにつ
いて 可決

議案第 6 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第 7 号 田野畑村印鑑条例の一部を改正する条例 可決

議案第 8 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決

議案第 9 号 田野畑村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例 可決

議案第 10 号 田野畑村森林環境譲与税基金条例 可決

議案第 11 号 令和元年度田野畑村一般会計補正予算（第６号） 可決

議案第 12 号 令和元年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決

議案第 13 号 令和元年度田野畑村簡易水道特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 14 号 令和元年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決

同意案第 1 号 田野畑村教育委員会委員の任命に関し同意を求めることについて 同意

選挙第 1 号 田野畑村選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙 選挙等

7

発 
 

議  

案

●
令
和
元
年
台
風
19
号
復
興
特
別
委
員

会
の
設
置
に
つ
い
て

　

11
月
15
日
第
７
回
臨
時
会
を
開
催

し
、
発
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

提
出
者　

上
村
浩
司
議
員

賛
成
者　

小
松
山
久
男
議
員

賛
成
者　

佐
々
木
芳
利
議
員

　　

台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り
、
過
去
に

例
を
見
な
い
集
中
豪
雨
と
な
り
、
村
内

各
地
で
災
害
が
発
生
。そ
の
被
害
額
は
、

30
数
億
円
に
も
達
す
る
甚
大
な
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

　

役
場
庁
舎
新
築
に
つ
い
て
、
賛
否
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
私

は
以
前
、
役
場
庁
舎
の
早
期
建
設
に
賛

成
だ
っ
た
が
、
最
近
考
え
が
変
わ
っ
て

き
た
。

　

庁
舎
新
築
前
に
、
高
齢
者
対
策
が
緊

急
で
は
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ

た
。
思
う
以
上
に
そ
の
対
策
の
必
要
性

が
早
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。

　

特
に
本
村
は
23
の
集
落
に
分
離
さ

れ
、
集
落
間
に
距
離
が
あ
る
か
ら
、
自

動
車
運
転
免
許
の
返
上
が
続
く
と
、
村

内
交
通
は
麻
痺
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
高
齢
者
対
策
と
人
口
減
少

対
策
を
ま
ず
実
施
し
、
完
成
後
に
あ
と

の
重
大
な
政
策
に
着
手
し
て
は
ど
う
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

【
対
策
第
一
】
現
在
の
自
治
会
組
織
を

変
更
し
、
新
し
く
組
み
替
え
る
。

①
明
治
三
村
合
併
を
参
考
に
、
役
場
に

　

出
張
所
制
を
新
設
置

②
地
方
自
治
法
に
従
い
、
業
務
分
掌
を

村
に
人
口
減
少
並
び
に

高
齢
者
対
策
が
あ
る
か
？

村民の
 「声」

村民の方に投稿して
いただきました。

特別委員会を開催
（新役場庁舎・新道の駅・台風 19 号）

村内の現地視察を実施

　令和元年 12 月 4 日に「第１回新役
場庁舎建設特別委員会」および、「第
1 回新道の駅移転建設特別委員会」を
開催。これまでの経過や課題、今後
の事業推進計画について、村当局よ
り説明を受け、活発な議論を交わし
ました。
　また、令和元年 12 月 12 日に、「第
1 回台風 19 号復興特別委員会」を開
催。被害の状況について、被災箇所
などや現在の査定までの進行状況を
村当局が説明。また、被災者に対す
る支援策（国、県、村など）や、近
隣被災市町村の支援策も把握してい
る範囲で村当局より説明を受け、活
発な議論を交わしました。
　さらに、令和２年 2 月 7 日に「第
２回新役場庁舎建設特別委員会」お
よび「第２回新道の駅移転建設特別
委員会」を開催し、さらなる活発な
議論を交わしました。

　

決
定
。

③
出
張
所
に
は
所
長
と
職
員
（
ア
ル
バ

　

イ
ト
可
）
の
２
名
以
上
の
体
制

【
対
策
第
二
】
高
齢
者
管
理
用
テ
レ
ビ

電
話
の
設
置

①
他
市
町
村
や
県
と
、
設
定
目
的
な
ど

　

の
共
同
研
究

②
村
民
の
健
康
管
理
全
般
を
管
理
す
る

　

の
で
あ
れ
ば
、
主
要
と
な
る
局
は
、

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
設
置

※
診
療
所
業
務
と
予
防
業
務
の
両
用
に

　

活
用

※
高
齢
者
は
顔
を
見
て
の
会
話
が
必
要

　

老
人
対
策
を
取
ら
な
い
ま
ま
村
の
発

展
は
、
あ
り
え
な
い
。
村
議
会
も
人
口

減
少
や
、
高
齢
化
は
話
題
に
な
っ
て
い

る
は
ず
で
あ
る
。
現
在
の
自
治
会
運
営

も
困
難
に
な
っ
て
い
る
現
況
の
中
で
、

見
過
ご
さ
れ
な
い
内
容
で
あ
る
。

　

議
会
よ
り
政
策
提
案
が
な
け
れ
ば
、

一
般
村
民
で
有
志
協
議
で
組
織
を
立
ち

上
げ
、
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ

ど
緊
迫
し
て
い
る
内
容
で
あ
る
。

菊地  純一さん
（沼袋　82歳）

新役場庁舎建設特別委員会の様子
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
明
る

い
幸
せ
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
予
測
し
え
な
い
自
然

災
害
が
発
生
す
る
よ
う
に
な
り
、
本

村
で
も
昨
年
台
風
19
号
に
よ
り
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

　

復
旧
ま
で
に
、
４
～
５
年
か
か
る

そ
う
で
す
が
、
東
日
本
大
震
災
復
興

の
最
終
段
階
の
な
か
、「
ま
た
か
」

と
い
う
思
い
が
し
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
れ
た
村
民
の
方
々
が

一
日
も
早
く
平
穏
な
生
活
に
戻
ら
れ

ま
す
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

副
委
員
長　

工
藤　

求
）

◆
村
の
好
き
な
と
こ
ろ
は

   

自
然
が
好
き
な
の
で
、
山
や
海
が
両
方
あ
っ
て
、

純
朴
で
商
業
化
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

◆
村
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
新
た
に
入
っ
て
く

る
方
の
受
け
入
れ
を
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
な
状
態
の
雰

囲
気
づ
く
り
で
す
。

◆
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
や
、
若
手
の
活
用
。

議
会
承
認
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
と
、
あ
り
が
た
い

で
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
や
元
気
の
も
と
は

　
子
ど
も
の
成
長
で
す
。

地域おこし協力隊

高浜大介さん
（40 歳　羅賀）

編
集
後
記

ご意見とご感想を
お待ちしております。
　「読みやすく、わかりやすい議会広報」
を目指して編集に取り組んでいます。
　皆さまの声も掲載したいと思います。
 （ただし、要約し掲載する場合もあり
ます）

議会を傍聴しませんか？

次の定例会は、

３月上旬に
開会予定です。

傍聴の

手続きは簡単！

議場の入口で、受付簿に
記入するだけです。


